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20 世 紀 以 降 の 作 曲 家 によるピアノのた のソナチネに する

         和
            （ 教 学 教 ）

典 の 代 隆 た 「 ソ ナ チ ネ 」 、 ロ マ ン と の 、 20

の 曲 り ソ ナ チ ネ 曲 た 。本 、中 も 演 奏 の 、

カ バ レ フ ス キ ー 、 バ ル ト ー ク 、 ラ ル の ソ ナ チ ネ り 、 楽 曲 、 、 ッ チ ど の

演 奏 の ン ト た 。 こ の 、 典 の 代 り の 中 、

現 代 の ⾳ 楽 法 学 こ と 、 20 の ソ ナ チ ネ の 学 も た す つ て た 。

ソ ナ チ ネ 20 ラ ル バ ル ト ー ク カ バ レ フ ス キ ー

． に
ピアノを た 学 習 者 が 、 期 の教

を て、必 取 り 組 む 作 品 が “ソ ナ チ ネ”である。
ソナチネは 規 な ソ ナ タ を 意 するが、
ソ ナ チ ネ の 学 習 は 、 く “ソ ナ タ ”と い う も う

の き な の 通 点 と し て、 要な
を た す と ⾔ え よ う 。 者 は “ソ ナ チ ネ ”と

いう 感に 、 ⾳ と し て の 規 律 しさや
さ を 想 す る ⽅ で 、 “ソ ナ タ ”と は っ た
さや し さ も え る 。 ソ ナ チ ネ の 学習に す

る の 感 は 、 ピ ア ノ 者 な ら しもが
わったこ と が あ る の で は な い だ ろ うか。

的に で は 、 ソ ナ チ ネ ア ル バム を
して 々 の ソ ナ チ ネ に 取 り 組 む こ とが どで

ある。 ソナ チ ネ ア ル バ ム は 、古 典 派の時代に
書かれた作 品 を 中 ⼼ に さ れ て お り、

はソナタ 形 式 、 は 形 式などから
なる 、 で は ン 形式という

から 構 成 さ れ た の 作 品 が 多い。これ
らの作品で は 、 全 を つ の 曲 として俯瞰
し、古典派 の 典 的 な 様 式 を に 強するこ
と が で き る 。 ま た ⽅ で 、 に 時 代 を た 20
世紀以降に も 多 く の ソ ナ チ ネ が 書 か れており、
そのスタ ル は 実 に 多 様 し て い る 。これらの

新しいソナチネは、 規 の 曲でありな
がら、様々な⾳⾊やタッチ、新しい和声やリズ
ムなど、 現代作品を 強する で かせない

な要 が まっている。 では、ま こ
れらの 20 世紀以降に書かれたソナチネを概観
し、その中から学習される 会の多いカバレフ
スキー、バルトーク、ラヴェルのソナチネを取
り げ、演奏の留意点について ⾔する。そし
て、ピアノ教 の現 において、20 世紀以降に
書かれた新しいソナチネを 学習する意 につい
て、 て して たい。

．
古典派の作曲家で 、 ソナチネ というタ ト

ルを げて、教 的 の い作品を い く
作曲したのは、ム クレ ン

1 2 1 2 である。クレ ン は
1 に つのソナチネ 全⾳

の ソナチネアルバム 12
を しており、 この曲は 以降現 に る
までの に って、ピアノ学習者が必 と⾔
っていい ど 強するレパートリーである。ま
た 時 代 に 作 ら れ た ソ ナ チ ネ と し て は 、
バッ の であり、 れたピア ストでもあ

大 谷 正 和
（教育学科教授）
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ったチェコの作 曲 家 ン ラ ス ラ フ
ク 1 0 1 12 の つ
の ソ ナ チ ネ 20 の 1

もよく られ て い る 。 そ し て 1 00 代に
ると、教 的 観 点 か ら の な ら 、⾳

家にもソナチネ が け れ ら れ た 。 アント
ン ア ッリ 1 1 1
による つの ソ ナ チ ネ 1 1 曲が ソ
ナチネアルバム 1 1 、 ル
フ リ ー リ ク ー ラ

1 1 2 の つ の ソ ナ チ ネ 20
な ど 多 の 作 品 に より、

古典派におけるソ ナ チ ネ は 、1 20 か ら 1 0
代 に つの 期 を え た と ⾔ え よ う。
しかし 1 世 紀 に る と 、 ン ⾳ の

、性 的 品 と い う 新 た な 形 式 に よ って
ン を追求す る き な ど か ら 、 ソ ナ チネと

い う 古 典 的 な ス タ ル の ⼼ が れ 、
々にソナチネ と い う 曲 形 式 は し ていく

ことになった。 フ ェ リ ッ ク ス ン ル ス ー
ン 1 0 1 、 ル ト

ー ン 1 10 1 、フ
レ リ ク フ ラ ン ソ パ ン

1 10 1 な ど の ン派を
代表する作曲家 は 、 ソ ナ チ ネ と い う伝統的な ス
タ ルには を さ な か っ た と ⾔ え る し

ー ンは、 ど も の た の つ の ピ アノソ
ナタ 11 を し て い る 。 こ の ン
派 の 時 代 に も 、 カ ー ル ラ ネ ッ

1 2 1 10 の ソ ナ チ ネ お
よ や 、 ー ル キ ル ナ ー

1 2 1 0 の ソ ナ チネ
0 などの作 品 が さ れ て い る が 、 なが

らそれらの作品が 現 演 奏 さ れ る 会 は どな
い。時代の変遷と 要 に い 、 ソ ナ チ ネ という

曲と形式は の 時 期 に っ た と ⾔ え る。

． に
1 世紀 か ら 、作 曲 家 の で ソ ナチネ
の ⼼が 々 に ま り る 。 ッ ルトは

この要 と新た な ソ ナ チ ネ の に つ い て、 ま
すます 想にと し い ⼼ 者 作 品 の え い

調さが を いたのであろう。新しいソナ
チネのかなりの多くの曲は、よりいっそう
に げられている と している。

そのような中で、1 世紀 に 的 くソ
ナチネという形式に したのは、⾳ 学者で
も あ っ た フ ラ ン ス の ー リ ス ル

1 2 1 で あ る 。
は 曲のソナチネを作曲したが、その中の

で あ る ル ー 1 で は 、
の である ル ー ⽅の の の
⾳を、 に組 わせた。その 、 ソナチネ

1 20 では ン の旋法を いたり、
のソナチネでも 旋法を取り れたりと、

時としては極 て 的とも⾔える 性的なソ
ナチネを した。そして、 それらの作品は 然

⼼者 けの しいソナチネではなく、演奏会
の な技 と⾳ 性が要求されるものであ

る。 なくして、20 世紀におけるソナチネの
と も ⾔ え る ー リ ス ラ ヴ ェ ル

1 1 の ソナチネ 1 0 が
まれる。 き きフランスでは、 な技 を

し た ア ル ー ル ル ー ル
1 1 の ソナチネ 1 1 12 、

クレ ン のソナチネを たっ りに い
た リック 1 1 2 の

的 な ソ ナ チ ネ 1 1 な ど の ー ク
な作品が書かれた。またフランスの作曲家によ
るソナチネとして れてはならな いのが、
ルル クラン 1 1 0
に よ る つ の ソ ナ チ ネ 1 1 1 、
およ つの新しいソナチネ 1 2 2
である。これらのソナチネは、何れも し や
すい旋律に彩られているが、 に された
和声と 法を い、 のように を
極 まで取り った⾃由な 書法は、 クラン
⾃の な世 を表 していると⾔えよう。

また、20 世紀 にソナチネという形式に
て し、新たな世 を した作曲家とし

て 、 の ッ ク ス レ ー ー
1 1 1 と 、 タ リ ア で

で したフェルッチ ー
1 1 2 の も げられる。レー
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ー は 、 つ の ソ ナ チ ネ 1 0 0
で、 ン 派 を し た ス タ ルのソナ
チネを書い た 。 ー も つ の ソ ナチネを書
いたが、中 で も カ ル ン に よ る ソ ナチネ

1 20 は に 演 奏 の い 作 品である。
その の の 作 曲 家 の ソ ナ チ ネ と しては 、

の 感を つ ン リ ス
1 1 の つ の ソ ナ チ ネ

1 12 、⾃ら が ル ー ア で し た旋律 を
い て 書 か れ た ー ラ バ ル ト ー ク

1 1 1 の ソ ナ チ ネ 1 1 、
リ ス の 作 曲 家 ン ア ア ラ ン

1 1 2 に よ る 派 の 響が え
る ソ ナ チ ネ 1 2 な ど が げ ら れ る 。 そ
して、 ー ラ ン で に フ ラ ン スで し
た ア レ ク ン ル タ ン ス ン

1 1 の ソナチネ
1 0 は 、 時 ア リ カ で し ていた フ
ックスト ッ ト や チ ー ル ス トン とい

った ンス の 形 式 を り て 作 ら れ た ークな
ソナチネであ る 。 ま た 、 ア の トリー
カバレフス キ ー 1 0 1
による つ の ソ ナ チ ネ 1 の 1 0
は、現 で も の ピ ア ノ 教 現 で んに取
り げられ る 中 者 けの 教材と し て、広く
られている 。 そ し て ア の ル

コフ フ 1 1 1 も、
つ の ソ ナ チ ネ 1 1 を 書 い た 。

ル リ ア の パン チ ヴ ラ フ
1 1 の ソ ナ チ

ネ コン チ ェ ル タ ン 2 1 は 、 演
奏時 が 20 分 か か る ソ ナ タ の 曲で
あるが、 ル リ ア の 的 要 と 派の書
法を さ せ た ら れ る 作 と ⾔ える。

に 世 の 作 品 と し ては 、 リ
の作曲 家 ス コン ス タ ン

ス 1 0 1 に よ る
情に れ た つ の ソ ナ チ ネ 1 2 、

性 に んだ ア ラ ム チ ト リ ン
1 0 1 の ソ ナ チ

ネ 1 な ど が げ ら れ る 。 ま た 、⾃ の
のた に 書 い た ス ン の ル ン

ルヴ ーチェ 1 12 2002
の ヴェットのた のソナチネ 1 2 は、

でも 表会やコンクール でよく取り げ
られる曲である。新しいところでは、 コラ
カ ースチン 1 2020 に
よる、 ズの 法を に いた中 者 け
の ソナチネ 2000 などもある。

に、 が の作曲家によるソナチネの
を り って たい。 で に作曲、
さ れ た ソ ナ チ ネ は 、 作 1 1

の ソナチネ コ のソナタ 1 1 であ
る と え ら れ る こ れ に ⽴っ て に は 、
1 11 に 書 か れ た の つ の ソ ナ チ ネ の

も されている 。この ソナチネ は極
て 、 な作品であり、 の に げら
れた。そしてその は、 的な作 で られ
る 1 0 1 の ソナチネ 調

1 、 留 学 の ル リ ン に お い て で あ っ
た ン ットの の に書かれた

1 1 の ソ ナ チ ネ 1 、 調の
法も ら れ る 1 1 1 0 の ソ ナ

チネ 1 、 派の書法と 的な 情を
に わせた 1 0 1 の ソ

ナチネ 1 2 、 ー アとア ーに れ
た 1 12 1 1 の ソナチネ 1
などがある。そのような に書かれたソナチ
ネの中で演奏される 会が も多いのは、

1 11 1 1 の ソナチネ 1 0 であ
ろう。 述の 作品と 様、 派 の和声と

的な情 が 実したピア ス ックで
の い作品である。

で は 、 調の 法を追求し た
1 0 2001 の ソ ナ チ ネ 1 、 の

作 曲 に おける 的 で あ る
1 0 1 1 の ソ ナ チ ネ 1 な ど が あ

る。また、 した 学 のた
の⾳ 教 が 1 と 1 に した

の こどものた の現代ピアノ曲 では、
1 1 2012 、 1 2     、
1 0 201 、 1 1 200 、

1 22 2012 の が そ れぞれ に ソ ナ
チネを作曲した。この曲 には こどものた
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の というタ ト ル が けら れ て い る も のの、
これらのソナチ ネ は 、 学 の ピ ア ノ 教

に た中 以 の 曲 か り で あ る 。 は
その ソナチ ネ の 1 と いう曲

において、 か ら な り 、1 の 作曲
家に げた 1 曲か ら な る ソ ナ チ ネ も 表した。

しかし何と⾔ っ て も 、 の ど も た の⼼
を えたのは 1 2    の の
ソ ナ チ ネ 1 で あ ろ う 。 の が
けられた 曲か ら な る な こ の ソ ナチネ
は、た ま を し 、 現 で も ど もた
によって に 演 奏 さ れ る 作 品 で あ る 。 な

調、 え な く り く調性、 想 も つかな
い変 、 新 な リ ズ ム 、 そ し て 全 曲 に う

ンで 会的な ⾊調は、 時 の の ピ アノ教
に を え た と え ら れ る 。

以 のように、20 世 紀 以 降 は 様 々 な の作曲
家によって実に 多 多 様 な ソ ナ チ ネ が 作 ら れ、

な⾳ 性と技 が 要求さ れ る 作 品 も 多い。
では、 その 中 で も 現 、 学 習 、 演 奏 される

会の多い、カ バ レ フ ス キ ー 、 バ ル ト ー ク 、ラ
ヴェルのソナチ ネ に つ い て 、 演 奏 に おける留意
点を げ、これら の ソ ナ チ ネ を ピ ア ノ 教 の現

で取り げる意 に つ い て し て たい。

．
り に
カバレフスキ ー は 、 く し て ス ク ⾳

で教 を取り、 会 リ ア リ ズ ム に った作
品を世に り し た 作 曲 家 で あ る 。 ど ものた

のピアノ作品 も 多 く 、 こ ど も の た の ピアノ
曲 2 、 や さ し い変奏 曲 0 1、

つのやさし い変奏 曲 1 な ど は 、 が
でも どもの た のコン ク ー ル で 、 に演

奏されている。 つ の ソ ナ チ ネ 1 より
もそのよう な 作 品 の つ で 、伝統的 なソナ

タ形式を ン な響き の 中で 学 習 で き る の
教材と⾔えよう 。 そ れ で は 、 こ の ソ ナ チ ネの

とに演奏の ン ト を げ て た い。

に
く、そして つ ら う よ う に

コンパクトなソナタ形式で作られており、
でき き とした と、 に た

のコントラストが 的な である。

の和⾳の響きを中⼼にした は、 を
き て なタッチで奏する。 ー

ラ ンはソ ラノであるが、 の で く
それぞれの和⾳の ⾳を、 意深く き取りた
い。また、 アク ント、スタッカート、 ー
トの いをしっかり き分ける 。

1 1
のスラーが かった つの和⾳は、

ー が され ⾳の きを つ の⾳から
の⾳ 、 を って に らせるように
く。

2
の ⾳と ⾳ による らかな

である。ここでは の きが りなす
な和声の変 を き取りたい。 2 を
に げると、 の レ ソ
から ⽅ の⾳の という 和⾳、

の レ ソ 、 の レ
ソ という ⾳を む響きの変 である。つま
り 時に響く⾳だけではなく、 それぞれに

されていく⾳が、 ⽅ の響きとして
に変 していく様を に く。この
の ルは 要である。

ここは のレ ートを するた に、
ルの が えられる。 にか

けて したバスが、 0 まで
していく の きな れを意 する。

の バ ス ⾳ フ が 、 り し の
0 で フ に変 す る を え た い 。

ここから となるが、 の が
やかに よく 現される。 と 律
を感 て、 はっきりと り えたい。

に現れた の ーフが、 は縮
形として されている。 の ⾳ に

よる ⾳ の きも である。
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これまで は ⾳ が 多 さ れ て いたが、こ
こは 然、 ⾳ だけの ン ル な 世 となる。

の表情と に 、⾊彩の変 を 感 たい。

⾳の き が 多 く 、 が も つ れ や すい で
ある。 に、中 し の
きを、 の ⽴を 意 し な が ら 、 っくりと
繰り し 習 し て し い 。

その 、 で 現 、 11 で
現 の と な る 。

1 1 1
⾳によ る き の 中 に 然、 意表を く和声

が り んで く る 。 1 1 の
ソ と い う し て く る 和⾳も、新

な驚きを 感 て 奏 し た い 。

の旋律 を つ で 、 形式の
構成をとる 。

の ー は 、 ー や クラリネッ
トなどの を ー し た響き のある⾳が

しい。 の の ⾳ は 、 の⾳を か
に いて く 。 の ⾳ が し ているた
に、どうして も の ⽅ が き く な ってしまう
ので、バラ ン ス に を つけた い 。

22
ここから 中 に る 。 は ヴ ラによ

る 、 は チ ェ の ピ ッ カ ー トを想像し
て しい。 た だ こ の ピ ッ カ ー ト も 、
を つのフ レ ー ズ の ま と ま り と し て きたい。

0
変 調に転調す る 。 こ こ は 、 スト ム

ソル スキー 1 1 1
の 会 の よ り を思わせる、

々しい 取 り で んで い く 。 のアルト声
による ⾳ の き も表情 か に う。

ここから の が っ て く る が、
で奏した の き を 、 こ こ で は ー

と に で か なけれ な ら な い ので、 者

の き分けとバランスを取るのが 変 しい。
に、 ーと 奏の⾳が と によ

って ⾳ で つかる は、 ーを
く に 分な をかけて く。

1 2
和⾳が して を えるが、

声の フ フ という ⾳ の
きを きながら、 感を に表現したい。

ソナタ形式によるトッカータ の である。

と⾳ を げていくが、
ートが いている の⾳だけでなく、
で奏する い の⾳もしっかり き

ながら、 の きも に く。
1

タラン ラ の が 調で まる。
のリズムを 確に むことと、 の

と に現れる、 の リアの の響
きをよく きたい。 2 以降は、 の
和⾳による の れを に く。

の 的な れは であ
るが、 を意 した いタッチで奏する。
分の に変わった時には、 ン をしっか
りキー しながら、 ⾳ ⾳を 確に く。

の⾳ が しているた 、 ⾳が
になりやすいが、 の 分⾳ の きもし

っかり きたい。 1 からは に に
中して、レッ ェー のタッチで く。

0
ここから となるが、 に ートの
いている フ レ 、お よ

ラ ラ ソ ラ という ⾳の
れをよく く。そして、 である

に ートが いている⾳は、 フ ートのリ
ズムの さを 分に かしたい。

⾳だけを い、 現 に けて り って
いくが、 の が つ
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ソ と する きを、 き な れで える。
0 2
は 分⾳ つ の に ー トが

いており、 の 転を い な が ら 奏 す る。
2 では ー ト が ア ク ン ト に変 し、

の つの⾳は ⾳ つ 全 て ア ク ン ト で く。
そして で 現 の 、 2

から と な る 。 こ こ か ら は 調とな
り、 の は 和 ⾳ の で ある。

120
ここから と な り 、 つ と
の響きが 代す る 。 12 以 降 は や はり
の 転を い 、 の は と を

しっかり て 、 々 と わ る 。

． に
バルトークは 1 0 1 1 の 、 期

を して を 中 ⼼ に ⾳ の の に
かけ、およそ 000 曲 以 も の を し

た。その中には ト ラ ン ル ヴ ア ⽅ を中⼼
と し た ル ー ア の旋律 も 多 く 、 に 1 0

1 1 に かけて は 中 的 に 多 く の ル ー
ア を た 。 そ の 成 の つ と し て 作られ
たのがこの ソ ナ チ ネ で あ り 、 1 1
には な ル ー ア 曲 、 ル ー
アのクリス スの な ど の 、 ル ー ア
を 材としたピ ア ノ 作 品 が 作 曲 さ れ て い る。

このソナチネ が の ソ ナ チ ネ と き く なる
点は、全ての が ソ ナ タ 形 式 に っ て いない
ことであろう。 ま た こ の 曲 は 作 曲 者⾃ によっ
て、1 1 に ト ラ ン ルヴ ア 曲 とし
て ー ストラ に 曲 さ れ て い る 。 ではこ
の ー ストラ も に し な が ら 、 演 奏の

ントを って た い 。 バ ル ト ー ク の ソナチ
ネ は、 的 な ソ ナ タ 形 式 の 学 習 と は かけ
れるものの、 ー ス ト ラ に おける 様 々な

の⾳⾊を き、 に く こ と で 、 ピ ア ノにお
けるタッチや リ ン の 強 の た に 変

な教材である と え ら れ る 。

バ パ き
の 形 式 か ら な っ て い る 。

20
バ パ の響きをピアノで表現してい

る。 ー ストラ では、バ パ の で
ある ーン ⾳ として レ ラ の

⾳が、 ー クラリネット フ ット
ルンによる で に り響くよう 曲

されている。ピアノで演奏する も、バ パ
の響きを ー しながら、この 2 ⾳の

を に意 したい。 の旋律は、 リア旋
法と クソリ ア旋法を わせた、
⾊の いものである。 に何 か 現れる、
いわ る のアク ントは、 で く く
ようにタッチを変えて きたい。

21
ここから となり の 分に る。時
、 分の の中に 分の が まれ

るが、 分の の でフレーズの り
となることに して しい。 は

という の構 となり、 ー スト
ラ では 21 2 をフルート、 2 2

を ー 、 く 2 2 をフルー
ト、 2 0 を ー のように、旋律
を する を に 代させている。 また

の 奏も、 での 21 2 、
ー ト が い た 分⾳ を追加 2 2

、 分⾳ のアル を追加 2
以降 、のように し つ変 をもたらすよう

されている。この 分はま 、フレーズの
まとまりをしっかり意 し、フレーズ とに⾳
⾊の いをタッチで表現して たい。

から まで
で ラ ソ という新た

な和⾳が響き、 で の 分が 現さ
れる。 ー ストラ では ーンの を
たす⾳として レ ラ に加えて、
から現れた の⾳も の で奏され、
より響きに さが している。 また 旋律 を奏
でる も 、クラリネット ー に加えて、
フルートやヴ リンでも の⾳ を奏し、

やかに 曲されている。そしてクラ
ックスにあたる 以降は、旋律にト
ン ーンも加わり、 は 1 分⾳ の
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ス ナート の ⾳ を 奏 し な が ら 、 に か
って り が りを せ る 。 ー ス トラが 々
に を し て い く 様 を、 ピ ア ノ でも ナ

ックに表現 し て た い 。

の り
全 20 と 、 変コンパク ト な である。

ののっ そ り し た き を 想像し な がら、ま
は の ン が に な る よ う に をつけた
い。 に、 の ー ト と ア ク ントの い
た⾳に し 、 の ⾳ と タ ッ チ を き分ける 。

ー スト ラ で は 、 こ の を ト ン ーン
とチ ーバ で 奏 し て い る の で 、 ピ ア ノで く時
にも ー す る と い。 は 、

の に けら れ た ア ク ン ト を意 して、
と のラ ン を し っ か り わ せ て く。

20
ー が と り 、 よ り 々し

くなる。 1 以 降 は 、 の をリ
ズ カルに 、 の ー は、ア ク ント、
スタッカー ト 、 ス ラ ー 、 ク レ ッ ェ ン 、 ク
レッ ェン の表情を 分に か し て、 ー
ラスに表現 し た い 。

フ ナ ー レ
と の つ の 分か ら な り 、 は
トル の 曲 、 は ト ン タ ール の

曲を 材と し て い る 。
12

の の ンコ ー ン の リズムを
に意 して 、 感 れ る り を表現したい。

の で す る 分⾳ は 、 ー スト
ラ ではヴ リ ン と ヴ ラ で 奏される。
響きの を し っ か り き な が ら きたい。ま
た、 の ー の で も レ が に

されてい る 。 こ れ は 、 ー ス ト ラ では
ルンが し て い る が 、 こ の の 声が り
なす ⾳の響き の変 を よ く き たい。

2 1
の 奏 が 和 ⾳ の 形 に変 す る 。 ート

が けられ た ⾳ の 中 に 、 い わ る 形のアク

ントが てくるので、 さないように し
たい。

以降
ここから の 曲が する。 の 曲に

されていた が、 0 で に
変 するのをよく く。 1 りは、
まだ が に 分 いて きたい。 ン
がはっきり まるのは、 からである。

2
に ーが てくるが、強 が

はっきり書き分けられているように、 の
⾳で く の⾳が 旋律 である。 を ませ、

ーを 中して くようにしたい。

の 曲の 旋律が繰り されるが、
ここでは より、 の の⾳が変

している。この⾳を に いながら、やは
りここも を くしす ないように、
時 をかけながら加 していく。 ン がはっ
きり まるのは からである。

の 曲の コーが、 的に くから
こえてくる。 ー ストラ では、 ー 、

クラリネット、ヴ リンの に する。

、 の 曲の旋律が やかに する。
の ⾳ と ンコ ー ンのリズムも

表情 かに きたい。 102 以降は、
の ⾳と ⾳である レ ラ を奏す

るバスを 分に響かせる。

な お こ の 曲 は 、 バ ル ト ー ク ⾃ の 演 奏

2 0 1 1 1 が さ れ て お り 、 し
たピア ストであったバルトークの 技を く
ことができる。

． に
このソナチネは いなく、20 世紀のソナチ

ネを代表する 作と⾔えるだろう。古典派の作
品を させる 整の取れた構 、典 で と
した まい、そして ⾃のピアノ書法が な
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バランスで し て い る 。 ま た 、 する
の ー フ を 、 そ の転 形 で あ る

の形と に全 に っ て に い 、
ール フランク 1 22 1 0 の

形式を想 さ せ る な 作 曲法も える。
者 けの教材で は あ る が 、ラ ヴ ェ ル の

なタッチと ソノ リ 、 和 声 感 な ど を 学 習 するた
には、必須の作 品 で あ る と ⾔ え よ う 。

1 中 な さ で
コンパクトなソ ナ タ 形 式 の 構 を つ 。

の ー フ は 、 全 に っ
て いられる 要 な で あ る 。 ソ ラ ノだけ
ではなく、バス の旋律 に も を けて レ ート
で いたい。ま た 、 ラ ヴ ェ ル 作 品 に よ く られ
る ⾳ での の な り が き に く いが、

に てくる の ラ 、およ
の を 、 の し

に き えると 的 に ける。

か ら にか
けての フ と い う き が 、 の

ーフの転 形 と な る 。 や は り ー
をレ ートに い 、 は 、 で く それぞ
れの和⾳の ⾳ を 分に響か せ る 。

1 1
は 点 分⾳ の を く き

な が ら 、 声 の変 に も を けた い 。 1
1 にかけて 声 に ら れ る フ

レ レ と い う し て ⾳
する きは、 に で あ る 。
20 2

ー や ル ン な ど の 和 な ⾳⾊を
ー したい 。 2 の の和⾳

が にくいが 、 ⾳ で あ る バ ス の をよ
く響かせる。ま た ソ と い う

ーラ ンを つ な げ て 、 そ の に で く
⾳ が な い よ う に 意 し た い 。 く

は、どうし て も く な り が な の で、表
通り ン を に す 。 こ こ で も の

ーフが わ れ て い る 。

で ってくる は、 より
に情 的に く。ヴ リンのような しい
フレー ン を意 して いたい。

まだクレッ ェン もアッチェレラン も
まっていないので、 に いて く。

0
ここで、 とは なる和声の変 がある。

で くバスの⾳をよく きながら く。
1

の⾳だけではなく、全ての⾳を きな
がら 実した ー ーを作る。 は
に ってだんだん かっていくが、 の

を 分にかけながら に曲を る。

t ットの
さで

ットの ン に って くなりす な
いように る 。 の の旋律は、

の に する、 の
ーフである。 のバスの も、和声を

える な きなので、よく きたい。
12

までは、 フレー ン を 分に
かして く。 の和⾳

はラヴェルが んだ の和⾳である。
12 のバスに かれた 、ラ
レ 、 ソ という の ク ン を き
ながら、 にフレーズを る。

1 以降
ル ールのような、 んだ響きのタッチが

しい。 に して らされる
フ は、 中で響きが しないよう 分

に しながら奏する。
2 2
2 、2 は、 やはり の和⾳

である。バスの を 分に響かせる。
2

⾳から まる旋律が 的に⾳ を げて
いき、 の 点に する。



─ 139 ─

20世紀以降の作曲家によるピアノのためのソナチネに関する研究

― ―

0 の の ーは、⾳
を に し て 、 で カ ノ ンのように

われる。
2

声の フ フ の
きを く 。 の ソ という

⾳ は、 く 現 で 、 ⾳ の レ
ラ と ス ム ー ズ に し さ れる。

0 の 声に て く る は、
の 分と の響き の い を 確に意 し

て く。 の は“ ”し な が ら、変
調のカ ン を に た い 。

2
0 2 の 声 に 現 れ る はラ

ヴェルが んだ ⾳ で あ る 。 の と
の の響きを よ く き な が ら 、 の の

と い ま れ る よ う に く。
2

ま 、 を深い⾳で響かせ、
その 響が の よ う に か に広が っていくよ
う、 のフ レ ー ズ を き く ま と たい。
による の響き の も に く。

き き と
⾃由な ン 形 式 の 構 を つ 。

の が ⾳ で な っ て い るた 、
の き⽴た せ るべき ⾳ が に なりやすい。

は を と を さ せ 、 つくよう
に く く 。 こ の 形 は こ れ 以 降 々 する。

12 1
の ー は 、可能な り でレ ー

トに きた い 。 の の ー以
の つの ⾳ と 、 の ⾳ に よ って の
ー ー が作 ら れ 、 に れ な がら

でのフ レ ー ズ の を し ている。

の が 、 ⾳ で コー のように
こえる。こ の ー も 、可能な り、 な
る で な が ら レ ー ト に き た い。

の⾳は ⾳で、 に い まれるよ
うに する。

1 分⾳ の れを、 と れ
ないよう に げる。 のバ
ス フ は確実に えたい。

の ラと、 の ⾳ が りな
すリズムの を よく きたい。 は

で、 に け がるように く。

ま 、 の全⾳⾳ の をたっ りと響
かせたい。 に、 クターヴの に まれた

し と中 で く つの⾳をしっかり くこ
とが である。 の ーも、可能な

り によるレ ートで って きたい。

がやはり になりやすい。 ではあ
るが、 を に けて い のタ
ン を さないようにしたい。

10
100 までの の響きは、全

てラヴェルが んだ の和⾳である。ここは、
にわたって しながら転調していくの

で、響きの な変 を さないようにした
い。 の ーは、可能な り なる
で げてレ ートに き、1 分⾳ の と

ーのタッチを 確に き分ける。
10 以降

の フ という きを に
意 したい。 また、 ーは に述べたよ
うに、しっかり えることが である。 120

以降は レ ソ 、 12
以降は ソ フ に変わるが、

的な を わないように き ける。
1 以降

の ーが に繰り される。
が 分⾳ の時は、しっかり で しなけれ

ならない。 1 1 の ⾳ は ソ ラ
という ⾳の きをしっかり えて、 り

くように する。
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７．おわりに
ここまで、ソ ナ チ ネ の変遷と 、20 世 紀 以降の

作曲家によって 書 か れ た ソ ナ チ ネ を 概 観 し、カ
パレフスキー、 バ ル ト ー ク 、 ラ ヴ ェ ル の ソナチ
ネについて、演 奏 の 留 意 点 に つ い て述べた。そ
れらの作品では 、 ソ ナ チ ネ と い う 古 典 派 の時代
に確⽴された形 式 の 中 で 、 和 声 、旋法、転調、
リズムなどにおける 新 た な技法が繰り広げられ、
また、20 世紀の 作 品 な ら で は の 様 々 な タ ッチや、
多彩な⾳⾊が要求さ れ て い る こ と が分か った。
何はともあれ 20 世 紀 以 降 は 、 実 に 多 く の作曲
家によって多様 な ソ ナ チ ネ が 書 か れ た こ とに驚
嘆させられた 。

20 世紀以降の 作 曲 家 は 、古 典 派 か ら の伝統で
あ る “ソ ナ チ ネ ”の 形 式 に何を託し 、 “ソ ナ チ ネ ”
という⾔葉の響き に どんな思いを馳せ て 作曲し
たのであろうか 。 ソ ナ チ ネ と い う 、 時 代 を超え
ても変わらない整然と し た 規 律 の 中に、⾃らの
新たな表現の可能性を そ れぞれに追求し たこと
が想像される。敢え て “ソ ナ タ ”で は な く 、“ソナ
チネ”という形式 を選択し た事由には 、作 曲者の
強いこだわりや深い⼼情が潜んで い る の ではな
いだろうか。 ソナ チ ネ はコンパク ト に凝縮され
た構成であるが故に 、 全体を 俯 瞰 し 、 そ の形式
感を習得すること の で き る 必須の教材で ある。
ピアノ学習者は 、20 世 紀 以 降 の 多 様 な ソ ナチネ
を通して、 作曲技法や表現 ⽅法、 構 成 感 の会得
に加えて、それぞれ の 作 曲 者 が ソ ナ チ ネ に託し
た情感に も思い を巡ら せ て、 ソ ナ チ ネ の 学習に
積極的に取り組 む こ と を 期待し た い 。

注

1)プ ッ ヘ ル ト 『 ソ ナ チ ネ の す べ て 』（ ⾳ 楽 之 友 社 , 

1988） p.41。

2)⼭ 崎 孝 『 ミ ク ロ コ ス モ ス の 演 奏 と 指 導 法 』（ ⾳ 楽

之 友 社 , 1981） p.230。
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